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午う
ま年ど

し

迷いなく、伸び伸びと、

夢ふくらむ一年でありますように。
6歳の子の初めての書き初めに、願いを込めて。



福島県大沼郡三島町　みしままち

　三島町は、福島県の西部を流れる只見川沿
いの小さな町です。優良な「会津桐」の産地と
して知られるほか、小正月の行事「サイノカミ」
や、野山の材料で作る「編み組細工」などの伝
統が受け継がれ、「日本で最も美しい村」連合
に加盟しています。
■面積 90.83㎢ ■人口 1,871 人（12 月 1 日現在）
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こんにちは。協力隊です。Vol.3

16除雪にご協力を
隣近所助け合って

　

町
で
は
12
月
下
旬
、
地
場
産
品

の
詰
め
合
わ
せ
「
ふ
る
さ
と
の
香

り
」
を
１
３
８
世
帯
の
特
別
町
民

に
届
け
ま
し
た
。
町
観
光
協
会
に

委
託
し
、
箱
詰
め
、
発
送
を
行
い

ま
し
た
。
昭
和
49
年
に
当
町
が
始

め
た
「
ふ
る
さ
と
運
動
」
の
一
環

と
し
て
、
お
正
月
に
召
し
上
が
っ

て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
こ
の
時

期
に
毎
年
届
け
て
い
ま
す
。

　

詰
め
合
わ
せ
に
は
、
も
ち
１
㎏

の
ほ
か
、
新
米
、
山
菜
加
工
品
、

地
鶏
炊
き
込
み
ご
飯
の
素
、
奥
会

津
歳
時
記
カ
レ
ン
ダ
ー
、
そ
し
て

新
し
く
商
品
化
さ
れ
た
桐
炭
入
り

う
ど
ん
が
詰
め
ら
れ
ま
し
た
。

三
島
町
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
皆
さ
ま
へ

「
ふ
る
さ
と
の
香
り
」
届
け
ま
し
た
。

年末恒例のもち作りを終えた西方地区の皆さん

地場産品を詰めた「ふるさとの香り」

自治功労表彰を受けた皆さん。（左から）北舘長一さん、長谷川雄一さん、栗城德光さん、
西方カタクリの会代表の小柴ヨシノさん、角田一郎さんの代理で出席した瓜生美代子さん

自
治
功
労
表
彰

◆
功
労
表
彰

【
教
育
長
１
期
４
年
】

　

北　

舘　

長　

一　

様
（
西
方
）

【
消
防
団
員
30
年
】

　

渡　

部　

秀　

雄　

様
（
大
登
）

　

長
谷
川　

雄　

一　

様
（
川
井
）

◆
感
謝
表
彰

【
多
額
の
寄
附
】

　

栗　

城　

德　

光　

様
（
宮
下
）

　

西
方
カ
タ
ク
リ
の
会

　
　

代
表　

小　

柴　

ヨ
シ
ノ　

様
（
西
方
）

　

角　

田　

一　

郎　

様

　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
新
潟
県
南
魚
沼
市
）

　

新
年
名
刺
交
換
会
並
び
に
自
治
功
労
表
彰
式

は
１
月
６
日
、
町
民
セ
ン
タ
ー
で
行
わ
れ
、
功

労
の
あ
っ
た
次
の
方
々
に
、
二
瓶
町
長
か
ら
表

彰
状
と
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

町民センターで行われた新年名刺交換会並びに自治功労表彰式

4 年頭のごあいさつ
二瓶隆司町長
小柴修一町議会議長

14 自動車の登録・検査の手続きはお
早めに／会津ロイヤルプラザに申
告書作成会場を開設／会津坂下警
察署から／ご寄附／ 1 月の納税／
町の人口と世帯／職場のトラブル
解決をサポートします

第42回

雪と火のまつり
2月8日㊏開催
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新年明けましておめでとうございます。皆さまのご健勝、ご多幸を心からお祈り申し上げます。

積
極
的
な
事
業
展
開
と
町
民
参
加
で
、「
住
み
続
け
た
い
ふ
る
さ
と
」
を
目
指
す
。

い
き
ま
す
。
ま
た
交
流
観
光
や

六
次
化
産
業
を
推
進
し
、
多
様

な
職
の
創
出
に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
住
環
境
整
備
と
し
て

は
、
世
帯
用
住
宅
の
建
設
に
着

手
し
、
平
成
27
年
度
の
入
居
開

始
を
予
定
し
て
い
る
ほ
か
、
年

次
計
画
で
単
身
者
用
住
宅
や
宅

地
造
成
な
ど
を
推
進
し
た
い
と

考
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
者
集
合
住
宅
に
つ
い
て

は
、
平
成
25
年
度
内
の
着
工
、

26
年
度
の
入
居
開
始
を
予
定

し
、
高
齢
者
の
方
が
で
き
る
だ

け
町
に
住
み
続
け
ら
れ
る
環
境

整
備
を
進
め
ま
す
。

　

教
育
面
に
つ
い
て
は
、
一
部

複
式
学
級
と
な
り
ま
し
た
が
、

学
校
支
援
地
域
本
部
事
業
を
継

続
す
る
ほ
か
、
教
育
環
境
の
整

備
に
努
め
て
い
き
ま
す
。

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
度
は
、
第
四
次
三

島
町
振
興
計
画
の
４
年
目
と
な

り
ま
す
。
基
本
テ
ー
マ
の
「
住

み
た
い
、
住
み
続
け
た
い
ふ
る

さ
と
」
を
目
指
し
、
積
極
的
な

事
業
展
開
に
努
め
ま
す
。

　

ま
ず
近
年
増
え
て
い
る
自
然

災
害
へ
の
備
え
と
し
て
、
こ
れ

ま
で
も
重
点
事
業
と
し
て
取
り

組
ん
で
お
り
ま
す
が
、
次
年
度

以
降
に
は
地
区
集
会
所
の
耐
震

化
を
年
次
計
画
で
図
っ
て
ま
い

り
ま
す
。

　

定
住
対
策
と
し
て
、
雇
用
面

で
は
、
県
緊
急
雇
用
創
出
事
業

が
継
続
さ
れ
、町
の
起
業
支
援
・

雇
用
創
出
事
業
と
併
せ
、
町
内

事
業
所
の
支
援
に
努
め
、
安
定

し
た
雇
用
の
形
成
を
目
指
し
て

　

こ
う
し
た
各
種
施
策
に
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
が
、
難
し

い
課
題
が
多
い
の
が
現
状
で

す
。
よ
り
大
き
な
効
果
を
求
め

る
た
め
に
は
、
町
民
の
方
々
を

は
じ
め
、
各
種
団
体
、
議
会
、

町
が
知
恵
を
出
し
合
い
、
力
を

結
集
す
る
こ
と
が
重
要
で
す
。

そ
れ
を
町
づ
く
り
の
根
幹
と
し

て
、
町
政
運
営
に
今
後
も
努
め

て
ま
い
り
ま
す
。
町
民
の
皆
さ

ま
の
ご
理
解
、
ご
協
力
を
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

　

町
づ
く
り
は
地
区
づ
く
り
か

ら
と
考
え
、
地
区
の
活
性
化
を

願
っ
て
「
地
区
支
援
事
業
」
に

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
い
く
つ

か
の
地
区
で
さ
ま
ざ
ま
な
活
動

が
展
開
さ
れ
、
喜
び
を
感
じ
て

お
り
ま
す
。
過
疎
化
、
少
子
高

齢
化
と
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
ば

か
り
が
先
行
し
て
い
ま
す
が
、

周
囲
の
豊
か
な
資
源
に
目
を
向

け
、前
向
き
に
暮
ら
し
を
考
え
、

活
動
す
る
姿
は
、
次
世
代
へ
の

可
能
性
を
広
げ
、
町
づ
く
り
の

方
向
性
を
示
す
も
の
と
考
え
て

い
ま
す
。

　
「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

連
合
へ
の
加
盟
は
、
登
録
資
源

の
保
存
だ
け
で
な
く
、
町
民
の

方
々
が
日
常
の
暮
ら
し
を
楽
し

み
、
誇
り
に
思
っ
て
こ
そ
意
味

が
あ
り
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、

「
住
み
続
け
た
い
ふ
る
さ
と
」

の
形
成
に
つ
な
が
っ
て
い
く
も

の
と
信
じ
、
多
く
の
町
民
が
参

加
で
き
る
運
動
を
展
開
し
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

終
わ
り
に
、
災
害
の
な
い
穏

や
か
な
一
年
を
祈
念
し
、
年
頭

の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

二に

瓶へ
い

隆り
ゅ
う

司じ

三
島
町
長

今
こ
そ
、
町
民
・
行
政
・
議
会
が
知
恵
を
出
し
合
っ
て
課
題
解
決
を
。

小こ

柴し
ば

修し
ゅ
う

一い
ち

三
島
町
議
会
議
長

８
９
９
世
帯
、
高
齢
化
率
45
・

９
％
、
村
の
花
「
カ
タ
ク
リ
」、

村
の
木
「
桐
」
と
い
う
我
が
町

に
似
た
自
立
の
村
づ
く
り
を
進

め
て
い
る
村
で
、
特
に
雪
害
対

策
救
助
員
事
業
、
道
ふ
み
支
援

事
業
な
ど
豪
雪
地
な
ら
で
は
の

施
策
に
よ
り
、
高
齢
者
で
も
自

宅
に
住
み
続
け
る
こ
と
の
で
き

る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い

る
こ
と
に
感
銘
を
受
け
ま
し

た
。
当
町
が
進
め
て
い
る
高
齢

者
集
合
住
宅
も
必
要
で
あ
り
ま

す
が
、
も
っ
と
身
近
な
福
祉
を

考
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
、
大
変
勉
強
に
な
っ
た
研

修
で
し
た
。

　

ま
た
放
射
能
汚
染
に
よ
る
風

評
被
害
払
拭
の
た
め
、
米
の
全

袋
検
査
が
実
施
さ
れ
、
25
年
度

も
米
の
安
全
が
確
認
さ
れ
安
堵

　

新
年
明
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
平
成
26
年
の

新
春
を
迎
え
る
に
当
た
り
、
町

議
会
を
代
表
し
て
ご
あ
い
さ
つ

を
申
し
上
げ
ま
す
。

　

常
日
頃
、
町
議
会
に
対
し
て

ご
支
援
ご
協
力
を
頂
い
て
い
る

こ
と
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
を
申

し
上
げ
ま
す
。
安
全
で
安
心
し

て
暮
ら
せ
る
町
の
生
活
基
盤
整

備
が
、
年
々
進
展
し
て
い
る
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

平
成
25
年
を
振
り
返
り
ま
す

と
、
世
界
中
で
大
き
な
自
然
災

害
が
起
き
て
い
る
中
で
、
当
町

で
は
大
き
な
災
害
が
な
く
安
全

安
心
に
暮
ら
せ
た
一
年
で
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
議
員
研
修
と
し
て
長
野

県
栄
村
に
行
っ
て
き
ま
し
た
。

人
口
は
２
１
９
３
人
、
世
帯
数

い
た
し
ま
し
た
。
し
か
し
今
、

町
内
の
水
田
の
委
託
耕
作
を
引

き
受
け
て
お
ら
れ
た
会
社
が
撤

退
す
る
こ
と
に
な
り
、
当
町
の

農
業
の
根
幹
を
揺
る
が
す
問
題

と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
田
ん
ぼ

を
返
さ
れ
て
も
、
高
齢
化
が
進

み
自
分
で
耕
作
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
ま
た
農
機
具
な
ど
も
整

理
し
て
し
ま
っ
た
と
い
う
声

が
、
地
区
座
談
会
で
聞
か
れ
ま

し
た
。
目
の
前
に
種
ま
き
の
時

期
を
ひ
か
え
、
め
ど
は
立
っ
て

お
り
ま
せ
ん
。
今
こ
そ
し
っ
か

り
し
た
農
業
法
人
を
立
ち
上
げ

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
だ
と
思

い
ま
す
。

　

ま
た
指
定
管
理
者
制
度
に
よ

り
管
理
運
営
し
て
い
る
美
坂
高

原
の
更
新
時
期
は
平
成
26
年
３

月
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
更
新

せ
ず
撤
退
す
る
こ
と
に
な
り
、

今
後
の
方
向
は
決
ま
っ
て
お
り

ま
せ
ん
。
当
町
の
観
光
の
シ
ン

ボ
ル
で
あ
っ
た
美
坂
高
原
を
ど

う
す
る
の
か
、
ま
た
指
定
管
理

者
制
度
に
つ
い
て
も
検
討
し
て

い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
時
で

あ
る
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

こ
の
二
つ
の
問
題
は
、
平
成

26
年
度
の
大
き
な
行
政
課
題
で

あ
り
、
町
民
の
皆
さ
ま
に
問
題

提
起
を
し
、
行
政
、
議
会
、
町

民
が
一
体
と
な
っ
て
知
恵
を
出

し
合
い
、
解
決
し
て
い
か
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
と
思
い
ま
す
。

町
民
の
皆
さ
ま
の
一
層
の
ご
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

終
わ
り
に
三
島
町
の
益
々
の

発
展
と
、
町
民
各
位
の
ご
健
勝

ご
多
幸
を
お
祈
り
し
、
年
頭
の

あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。
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　地区座談会は、来年度の事業計画と予
算編成前の 11 月から 12 月にかけて、二
瓶町長が全 15 会場に出席して開かれま
した。
　今回は、町政報告事項として、高齢者
集合住宅建設計画、町営住宅建設計画、
空き家・住宅改修費等助成金の実績、町
営バスの新たな運行体制（デマンドバ
ス）、地区支援事業の実績、地区要望事
項の取り組み状況等について説明し、質
疑と意見交換を行いました。
　出席した町民の方々からは、今回の説
明事項に対する質問のほか、日ごろの行
政に対する苦情や要望などもありました。
町では、それらの声に対して誠実に対応
してまいります。

行政への理解と信頼のために
地区座談会　ご参加ありがとうございました。

町の事業について説明し、意見や質問を受けた地区座談会（写真は浅岐地区）

間方集会所で行われた田舎暮らし受け入れリーダー養成塾「會ター
ンズ」第 4 回。田舎暮らし体験ツアーを実施している間方地区の方々
の話を聞いた

　田舎暮らし受け入れリーダー養成塾「會ターンズ」
第 4 回は 12 月 9 日、間方集会所で行われました。会
津地域へのＩターンやＵターンによる交流、定住を目
指し、県会津地方振興局が実施しているもので、昭和
村の NPO 法人苧

ち ょ

麻
ま

倶楽部に企画・運営を委託し、全
5 回のプログラムで会場を変えながら開催しています。
この日は間方地区の方々のほか、会津管内の県職員や
市町村職員、観光協会職員、民間事業者の方など 26
人が参加しました。
　まず交流活動の事例として、間方地区で行われてい
る「田舎暮らし体験ツアー」について、菅家壽一区長
や、町観光協会の三浦直樹さんが発表しました。続いて、
舟木義晴さん、久保田孝雄さん、長郷和雄さんが、地
区づくりや山村の生活について話しました。最後にグ
ループディスカッションを行い、交流を促す相乗効果
を生み出すために、住民・行政・中間組織（観光協会
や NPO 団体など）の役割について考えました。参加し
た方々からは、「小さなことからやっていこう」「県や町

交流から定住を目指して
間方地区でリーダー養成塾

の支援が必要」「楽しくなければ続かない」などの声が
聞かれました。
　定住人口を増やすことは簡単ではありませんが、山
村での楽しい交流を重ねることで、集落に活気が生ま
れ、やがて移り住むことにもつながる可能性を広げる
のではないでしょうか。

身近な情報をお寄せください。
役場 地域政策課 ☎（48）5533

み し ま の 出 来 事
TownNews7

マタタビざるを完成させた参加者の皆さん

　今年度 6 回目の田舎暮らし体験ツアーは 12 月 7 日・8 日に
行われ、県内外から 14 人が参加しました。今回はマタタビざ
る作りを体験。五十嵐光栄さん（滝谷）、目黒政栄さん（滝谷）、
菅家藤一さん（間方）に習い、二日間にわたる作業で完成させ
ました。食事では、そばや地鶏を味わい、宮下温泉で旅の疲れ
を癒やしました。参加者からは「このツアーがとても楽しみ」「次
は別の形のざるを作ってみたい」などの声が寄せられました。

マタタビざる作りを体験
町観光協会の田舎暮らし体験ツアー

消費税など税金について学んだ 6 年生の児童たち

ぼくたちも払ってるの？
三島小6年生が税金について学ぶ

　三島小 6 年生の租税教室は 12 月 19 日に行われ、町民課
職員が税金について説明しました。児童たちは、消防や警察、
ゴミ処理、道路や橋の建設など、生活に欠かせないものが税
金で成り立っていることを学びました。また、今年 4 月から
消費税が 8％に増税されること、そして消費税は児童たちが
生まれる前からあり、最初は 3％でしたが、社会の変化に伴っ
て増税されてきたことを知りました。

町議会を見学した三島小 6 年生の児童たち

　三島小 6 年生の児童たちは 12 月 12 日、町議会の 12 月定
例会を見学しました。児童たちは初めて議場に入ると、開会
を待つ議員や町職員の緊迫した雰囲気に、少し緊張した様子
で傍聴席に座りました。議会が開会すると、メモを取りながら
見学しました。児童たちにとっては、難しい言葉もあったよう
ですが、町のさまざまなことが決められる議会を、少し身近
に感じる機会となったのではないでしょうか。

議会や役場の仕事って？
三島小6年生が議会を見学

重いきねを持って一生懸命もちをついた子どもたち

重いきねを持って、よいしょ！
三島保育所でもちつき体験

　三島保育所で 12 月 18 日、もちつき体験が行われました。
子どもたちは一人ずつ、きねを持ってもちをつきました。出
来上がったもちは、きな粉もちや、あんこもちにして、みんな
でおいしく食べました。当町では「団子さし」や「サイノカミ」
などの伝統行事とともに、もちや団子を食べる昔からの風習
も残っています。そのような文化の中で、神様の力が宿るも
ちを食べ、子どもたちが健やかに成長することを願います。
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町民記者通信
　高清水・小山健康を守る会の輪投
げ大会は 12 月 23 日、集会所で開か
れ、88 歳から 10 歳までの 23 人が
参加しました。家に閉じこもりがち
なこの季節、ゲームで楽しいひと時
を過ごし、気分も明るくなるように
と行われ、和やかに談笑しながら輪
投げを楽しみ、地区住民のふれあい
の場となりました。これから厳しい
冬を迎えるに当たり、寒さに負けず
元気に過ごせることを願い、次回を
楽しみに散会しました。

文・写真　町民記者　菅家敏一さん（高清水）輪投げ大会で交流　高清水・小山地区

　桧原地区の新そば会は 12 月 14 日、集会所で開かれ
ました。同地区の「四季の会」が主催し、子どもたちを
無料で招待したほか、地区の方々だけでなく、他地区・
他町村の方々も参加しました。地元で栽培されたそば「会
津のかおり」を使った、けんちんそば、ざるそばのほか、
あんこもち、つゆもちなど、たくさんの手料理のおもて
なしを堪能しながら、支え合いの心とコミュニケーショ
ンを深め合う一夜となりました。

文・写真　町民記者　佐々木邦雄さん（桧原）新そば会でおもてなし　桧原地区

　年末年始が近づいた 12 月 20 日、警察署・消防署・
消防団・交通安全母の会・防犯指導隊が合同で、町内
の飲食店等を回り、事故防止や防犯対策、火災予防を
呼び掛けました。また、お酒を飲む機会が増えることか
ら、飲酒運転を絶対にしない、させないことや、トラブ
ルが起きないよう注意し、安全で穏やかに新年を迎えら
れるよう協力を促しました。

文・写真　町民記者　小島　純さん（宮下）年末年始を安全に　町内で啓発活動

委　員 担当地区 通算任期

会　長 小　松　　　豊 西方（１） 2 期

副会長 二　瓶　正　雄 大谷 1 期

会　計 若　林　幸　代 滝谷 2 期

監　事 飯　塚　光　義 名入・小山・高清水 2 期

監　事 馬　場　弘　子 大登・川井 2 期

小　柴　信　子 西方（２） 2 期

栗　城　和　代 宮下（上） 1 期

佐久間　宗　一 宮下（下） 1 期

渡　部　ミヨ子 荒屋敷・桑原・中平 1 期

佐々木　邦　雄 桧原 1 期

角　田　ツヤ子 浅岐・間方 1 期

秦　　　京　子 大石田 1 期

五十嵐　和　吉 早戸・滝原 1 期

主任児童委員 二　瓶　範　子 全域 3 期

主任児童委員 北　舘　長　一 全域 1 期

民生・児童委員名簿（敬称略） 任期 H25.12.1~H28.11.30
　

民
生
・
児
童
委
員
の
感
謝
状

贈
呈
式
お
よ
び
委
嘱
状
伝
達
式

は
12
月
２
日
、
福
寿
草
で
行
わ

れ
ま
し
た
。
今
回
、
５
期
13
年

７
カ
月
の
長
き
に
わ
た
っ
て
務

め
た
横
田
源
一
さ
ん（
高
清
水
）

な
ど
９
人
の
委
員
が
退
任
し
、

新
た
に
新
任
９
人
、再
任
６
人
、

計
15
人
に
委
嘱
す
る
改
選
を
行

い
ま
し
た
。

　

退
任
し
た
９
人
の
方
々
に

は
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
の
感

謝
状
、
福
島
県
民
生
・
児
童
委

員
協
議
会
か
ら
の
楯
が
手
渡
さ

れ
ま
し
た
。
続
い
て
今
期
の
委

員
15
人
の
方
々
に
、
委
嘱
状
と

委
員
証
が
手
渡
さ
れ
ま
し
た
。

任
期
は
平
成
28
年
11
月
30
日
ま

で
の
３
年
間
で
す
。

　

そ
の
後
、
三
島
町
民
生
・
児

童
委
員
協
議
会
定
例
会
を
開

き
、
小
松
豊
さ
ん
（
西
方
）
を

会
長
に
選
任
す
る
な
ど
新
役
員

を
決
め
ま
し
た
。

民
生
・
児
童
委
員
を
改
選

新
任
９
人
、
再
任
６
人

退
任
者
９
人
に
感
謝
状

今回の改選で民生・児童委員となった皆さん

委　員 担当地区 通算任期 備考
横　田　源　一 全域 5 期 会長、主任児童委員
角　田　文　子 宮下 1 期 ケース検討委員
中　丸　一　雄 宮下 2 期
萩　野　耕　市 荒屋敷・桑原・中平 3 期
海老名　　　弘 桧原 2 期 監事、広報委員
五十嵐　富　一 大谷 3 期 副会長、ケース検討委員長
久保田　昭　一 浅岐・間方 3 期
秦　　　清　吉 大石田 2 期
板　橋　健　也 滝原・早戸 2 期 会計

退任した方々（敬称略）

退任し感謝状を受けた皆さん
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問町社会福祉協議会 ☎（52）3344

地域ふれあいサロン
浅岐あったかサロン
1 月 10 日㊎ 10：00～ 浅岐集会所

大石田友遊サロン
1 月 30 日㊍ 10：00～ 大石田生活改善センター

４カ月児健診
 1 月 21 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院
 2 月 18 日㊋ 11：15 ～ 坂下厚生総合病院

乳幼児健診
 2 月 27 日㊍ 13：10 ～ 町民センター
　【対象】乳児、1 歳 6 カ月児、2 歳児

足腰げんき教室
▶室内運動編
 1 月 16 日㊍ 13：30 ～ 町民センター
 2 月 12 日㊌ 13：30 ～ 町民センター 
▶水中運動編
 1 月 22 日㊌ 13：00 町民センター集合
   （河東学園プールへ送迎）
 2 月 19 日㊌ 13：00 町民センター集合
   （河東学園プールへ送迎）

機能訓練会
 2 月 26 日㊌ 14：00 ～ 福寿草

心の健康相談（※事前申し込み必要）
 1 月 27 日㊊ 13：30 ～ 福寿草
 2 月 28 日㊎ 13：30 ～ 福寿草
　【申込先】町民課 ☎（48）5565

※この実施予定は、別に配布しました平成 25 年度健康づく
り年間予定表（ピンク色の一枚刷り）から転記しています。

保健・子育て・健康づくり
問町民課 ☎（48）5565

実 施 予 定

入
所
の
ご
案
内

平
成
26
年
度
の
入
所
申
し
込
み
を
受
け
付
け
ま
す
。

三
島
保
育
所

平
成
26
年
度

三
島
町
奨
学
生
の
募
集

　
町
で
は
、
高
等
学
校
、
大
学
、
高
等
専
門
学
校
、

専
門
学
校
等
の
学
生
を
対
象
に
、
三
島
町
奨
学
生

を
募
集
し
ま
す
。
希
望
さ
れ
る
方
は
期
日
ま
で
に

出
願
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

◉
保
育
の
実
施
基
準

　

児
童
の
保
護
者
が
次
の
❶
～

❼
の
い
ず
れ
か
に
該
当
し
、
児

童
を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な

い
と
認
め
ら
れ
る
場
合
で
、
か

つ
同
居
の
親
族
等
が
当
該
児
童

を
保
育
す
る
こ
と
が
で
き
な
い

と
認
め
ら
れ
る
場
合
に
行
う
も

の
と
し
ま
す
。

❶
居
宅
外
で
労
働
す
る
こ
と
を

常
態
と
し
て
い
る
こ
と
。

❷
居
宅
内
で
当
該
児
童
と
離
れ

て
日
常
の
家
事
以
外
の
労
働
を

す
る
こ
と
を
常
態
と
し
て
い
る

こ
と
。

❸
妊
娠
中
ま
た
は
出
産
後
間
が

な
い
こ
と
。

❹
疾
病
に
か
か
り
若
し
く
は
負

傷
し
、
ま
た
は
精
神
若
し
く
は

体
に
障
害
を
有
し
て
い
る
こ
と
。

❺
長
期
に
わ
た
り
疾
病
の
状
態

に
あ
る
か
、
ま
た
は
精
神
若
し

く
は
体
に
障
害
を
有
す
る
同
居

の
親
族
を
常
時
介
護
し
て
い
る

こ
と
。

❻
震
災
、
風
水
害
、
火
災
そ
の

他
の
災
害
の
復
旧
に
当
た
っ
て

い
る
こ
と
。

❼
町
長
が
認
め
る
前
各
号
に
類

す
る
状
態
に
あ
る
こ
と
。

◉
対
象
者

　

三
島
町
に
住
所
を
有
す
る
小

学
校
入
学
前
の
乳
幼
児

※
平
成
26
年
度
の
途
中
入
所
を

予
定
さ
れ
て
い
る
方
も
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。

◉
保
育
時
間

　

午
前
８
時
30
分
か
ら

　

午
後
４
時
30
分
ま
で

※
土
曜
日
は
午
後
０
時
30
分
ま
で

　

た
だ
し
特
別
な
事
情
が
あ
る

場
合
は
、
早
朝
・
延
長
保
育
を

実
施
し
ま
す
。

◉
保
育
料

　

保
育
料
は
保
護
者
の
所
得
税

額
ま
た
は
町
民
税
額
を
基
準
と

し
て
決
定
し
ま
す
。

◉
提
出
書
類

①
保
育
所
入
所
申
込
書

②
就
労
証
明
書

（
用
紙
は
保
育
所
お
よ
び
教
育

委
員
会
事
務
局
で
配
布
し
て
い

ま
す
）

◉
入
所
申
込
締
切

　
１
月
31
日
㊎

【
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

三
島
保
育
所

　

☎
（
48
）
５
５
０
１

　

教
育
委
員
会

　

☎
（
48
）
５
５
９
９

◉
貸
与
資
格

①
学
生
ま
た
は
保
護
者
が
引
き

続
き
１
年
以
上
三
島
町
に
住
所

を
有
す
る
者

②
品
行
が
正
し
く
、
学
術
に
優

れ
、
健
康
で
あ
る
者

③
経
済
的
理
由
に
よ
り
就
学
困

難
と
認
め
ら
れ
る
者

◉
奨
学
資
金
の
額
（
月
額
）

　

大
学
生　

３
万
円
以
内

　

そ
の
他　

２
万
円
以
内

　

い
ず
れ
も
無
利
子
で
す
。

◉
貸
与
期
間

　

進
学
す
る
学
校
の
正
規
の
修

業
期
間

◉
償
還
期
間

　

就
職
６
カ
月
後
か
ら
月
賦
で

６
年
以
内
で
の
償
還
と
な
り
ま

す
。

◉
出
願
手
続
き

　

奨
学
生
願
書
、
奨
学
生
推
薦

調
書
を
、
平
成
26
年
２
月
24
日

ま
で
に
役
場
総
務
課
へ
提
出
し

て
く
だ
さ
い
。

（
用
紙
は
同
課
で
配
布
し
て
い

ま
す
）

【
出
願
・
お
問
い
合
わ
せ
】

　

役
場
総
務
課

　

☎
（
48
）
５
５
１
１

　新年の初めにあたり、ごあいさつを申し上げます。
昨年中、宮下病院後援会をはじめ、地域の皆さまよ
り当院に賜りました御厚情と御支援に対しまして、職
員一同より御礼申し上げます。
　昨年は、昨今の医師不足の影響を受けて、当院の
常勤医が従来の 5 人から 3 人に減ったため、やむな
く外科外来を休診にし、近隣診療所への診療応援の
回数を大幅に減らさざるを得ませんでした。地域の
住民や関係者の皆さまに多大なご迷惑をかけました
ことを、改めて、陳謝いたします。また、このように
常勤医が不足するなか、会津医療センターをはじめ、
県立矢吹病院、高田厚生病院から多くの診療応援を
頂きました。これらの病院の皆さまに深く感謝申し上
げます。
　現在、県では「新県立病院改革プラン検討委員会」
が設置され、平成 26 年度から 28 年度まで、今後 3
年間の県立病院の運営方針が議論されています。そ
のなかで、第二次救急医療機関として地域の救急医
療に協力すること、また、へき地拠点病院として地域
の診療所や特別養護老人ホームを支援することなど
が、宮下病院の果たすべき役割とされました。
　それらの役割を果たすためには、常勤医の数の確
保が必要です。来年度の常勤医を増やすべく、病院
局が中心となり、昨年中から各方面に働きかけていま
す。昨年の暮れには、管内 4 町村の首長さんが、医
師増員の要望書を持って佐藤雄平知事に陳情してく
ださいました。御多忙のなか、ありがとうございまし
た。
　その他、当院では平成 27 年度内の完成を目指して、
耐震補強に関する調査、および工法の検討を進めて
いますが、本年には工法が決定し、実施設計に着手
する予定です。
　宮下病院は、「心ある医療」の理念のもと、地域の
診療所と特養ホーム等との連携をより密にして、へき
地医療に貢献してまいります。どうぞ、今年もよろし
くお願いいたします。
　今年が、皆さまにとって素晴らしい一年になります
ように。

県立宮下病院から

新年のごあいさつ

黒沢 正喜 院長
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昔
、
あ
る
ど
ご
ろ
に
、
と
で
も

屁
っ
た
れ
の
娘
が
い
で
や
っ
た

ど
。
そ
ん
で
、
誰
も
嫁
に
も
ら
い

手
が
ね
ぐ
て
い
た
が
、
ま
ぁ
縁
が

あ
っ
て
優
し
い
家
さ
も
ら
わ
れ
で

い
っ
た
ど
。
ほ
ん
で
、
あ
ん
ま
す

屁
た
れ
っ
と
恥
ず
か
し
い
ど
思
っ

て
耐
え
で
い
だ
れ
ば
、
だ
ん
だ
ん

顔
色
が
悪
ぐ
な
っ
て
、

　
「
な
ん
だ
ぁ
、
あ
ん
ま
し
気
つ

か
う
な
ぁ
。
顔
色
思
わ
し
く
ね
ぇ

ぞ
」

っ
て
姑
母
さ
ま
が
聞
ぐ
が
ら
、

　
「
お
れ
～
、
あ
の
～
、
屁
た
っ

ち
ぇ
の
我
慢
し
て
ん
だ
ぁ
」

っ
て
言
う
ど
、

　
「
ほ
ん
な
の
気
に
す
っ
こ
ど

ね
ぇ
が
ら
、
遠
慮
す
ね
ぇ
で
た
れ

ろ
」

っ
て
言
わ
っ
ち
ゃ
ど
。

　
「
ほ
ん
じ
ゃ
辞
儀
す
ね
ぇ
で
、

た
れ
べ
ぇ
」

ど
っ
て
、
ま
ぁ
、
尻
め
ぐ
っ
て
、

ほ
し
て
パ
～
～
っ
と
た
っ
ち
ゃ
れ

ば
、
舅
父
っ
つ
ぁ
ま
も
姑
母
さ
ま

も
皆
吹
っ
飛
ば
さ
っ
ち
ま
っ
た
。

　
「
い
や
い
や
、
こ
ん
じ
ぇ
は
し

し
ょ
う
ね
ぇ
が
ら
、
ち
ょ
っ
と
す

す
り
こ
ん
で
く
ろ
ぉ
」

っ
た
れ
ば
、
そ
う
が
ぁ
ど
っ
て
、

ス
～
～
っ
と
す
す
っ
た
ら
、
こ
ん

だ
ぁ
嫁
の
ゲ
ス
元
ま
で
す
す
ら
っ

ち
ぇ
し
ま
っ
た
ど
。

　
「
い
や
は
や
、
こ
ん
じ
ぇ
は
し

し
ょ
う
ね
ぇ
ぞ
。
い
で
も
ら
っ

た
っ
て
し
し
ょ
う
ね
ぇ
が
ら
」

づ
訳
で
、
姑
母
さ
ま
が
送
っ
て
い

ぐ
べ
ど
思
っ
て
、舟
場
さ
行
ぐ
ど
、

船
頭
が
舟
出
せ
ね
ぇ
で
難
儀
し
て

ん
だ
ど
。
そ
の
屁
っ
た
れ
嫁
が
、

　
「
な
ん
だ
よ
ぉ
」

っ
て
聞
ぐ
ど
、
船
頭
さ
ん
、

　
「
こ
う
い
う
訳
で
、
舟
動
が
せ

ね
ぇ
で
困
っ
て
い
ん
だ
」

　
「
な
ぁ
ん
だ
、
そ
っ
た
ら
も
の
、

お
れ
屁
た
っ
ち
ぇ
吹
っ
飛
ば
し
て

け
っ
か
ら
」

ど
っ
て
言
う
ど
、

　
「
何
言
っ
て
け
づ
が
る
。
こ

の
ぉ
、
あ
ま
の
く
せ
し
て
ぇ
」

ち
ゅ
わ
っ
ち
ぇ
、
嫁
、
が
ぁ
ら
り

ゲ
ス
ふ
ん
む
ぐ
っ
て
、
パ
フ
～

～
っ
と
た
っ
ち
ゃ
ら
ば
、
は
ぁ
、

舟
も
船
頭
も
い
っ
ぺ
ん
に
走
り
だ

し
た
ど
。

　
「
い
や
～
な
ん
だ
っ
て
、
こ
れ

は
、
は
ぁ
、
と
で
も
助
か
っ
た
」

っ
て
行
っ
て
し
ま
い
や
っ
た
ど
。

舟
も
行
っ
て
し
ま
っ
た
ご
ど
だ

し
、
考
え
で
み
っ
と
、
な
ん
ぼ
屁

た
っ
ち
ゃ
つ
っ
た
た
っ
て
、
使
い

よ
う
に
よ
っ
て
は
、
と
で
も
役
に

立
つ
が
ら
、
や
っ
ぱ
、
お
ん
出
さ

ん
に
ぇ
ど
思
っ
て
、
姑
母
さ
ま
は

送
ん
ね
ぇ
で
家
さ
戻
っ
た
ど
。

　

そ
い
が
ら
は
、
だ
ん
だ
ん
良
ぐ

な
り
、
食
う
も
の
も
い
っ
ぺ
ぇ
食

わ
ね
ぇ
で
い
っ
と
、
そ
ん
な
に
屁

も
出
な
く
な
っ
た
り
し
た
が
、
柿

の
木
さ
も
登
ん
ね
ぇ
で
、
下
が
ら

屁
た
れ
っ
と
、
柿
み
ん
な
落
ち
て

し
ま
う
が
、
と
で
も
臭
く
て
食
わ

ん
に
ぇ
ご
ど
も
あ
っ
た
り
し
た

が
、
ま
ぁ
、
家
内
中
仲
良
く
暮
ら

し
た
っ
ち
ゅ
う
話
だ
。

　

ざ
～
っ
と
昔
栄
え
ま
し
た
。

話
者　

杉
本
ミ
ツ
イ
さ
ん
（
桧
原
）

屁
っ
た
れ
嫁

第
34
話

民
話

Open Space

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
11
月
の
初
雪

に
驚
い
た
の
も
つ
か
の
間
、
当

た
り
前
の
よ
う
に
雪
が
降
る
日

が
続
き
町
内
は
す
っ
か
り
雪
景

色
と
な
り
ま
し
た
。
こ
ち
ら
に

来
る
ま
で
し
た
こ
と
の
な
か
っ

た
雪
道
の
運
転
も
何
度
か
経
験

し
、
滑
っ
て
ハ
ン
ド
ル
を
取
ら

れ
る
感
覚
と
い
う
の
も
少
し
ず

つ
わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。
幸
い

な
こ
と
に
ま
だ
危
険
を
感
じ
た

こ
と
は
な
い
の
で
、
こ
の
ま
ま

無
事
に
乗
り
切
れ
れ
ば
よ
い
と

思
い
ま
す
。
ま
た
本
格
的
な
雪

か
き
も
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
初

め
て
経
験
し
、
雪
国
で
の
暮
ら

し
へ
の
第
1
歩
を
踏
み
出
し
た

よ
う
な
感
覚
で
す
。

　

以
前
に
雪
を
日
常
と
し
て
受

け
入
れ
る
必
要
が
あ
る
と
言
い

ま
し
た
が
、
三
島
町
は
冬
の
も

う
一
つ
の
試
練
で
も
あ
る
「
寒

さ
」
の
ほ
う
も
な
か
な
か
厳
し

い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。
私
は

暑
い
の
は
平
気
な
一
方
で
、
寒

い
の
は
あ
ま
り
得
意
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
の
た
め
地
元
の
埼

玉
に
い
た
頃
で
も
冬
に
な
る
の

が
憂
鬱
だ
っ
た
く
ら
い
で
す

が
、
こ
ち
ら
に
来
て
か
ら
「
寒

さ
」
の
レ
ベ
ル
が
違
っ
た
こ
と

を
痛
感
し
て
い
ま
す
。
実
際
に

年
末
年
始
に
実
家
に
帰
っ
た
際

に
は
、
雪
も
全
く
見
か
け
る
こ

と
も
な
く
、
こ
ち
ら
と
比
べ
る

と
全
然
寒
い
な
ど
と
感
じ
ま
せ

ん
で
し
た
。
ま
た
最
近
に
な
っ

て
初
め
て
意
識
し
た
の
で
す

が
、
三
島
町
と
埼
玉
の
ほ
う

で
は
気
温
も
10
℃
近
く
も
差

が
あ
っ
た
よ
う
で

す
。
そ
れ
ら
を
考

え
る
と
と
ん
で
も

な
い
場
所
に
来
て

し
ま
っ
た
と
少
し

ば
か
り
思
い
ま
す

が
、
慣
れ
と
い
う

の
は
恐
ろ
し
い
も

の
で
、
今
の
と
こ

ろ
は
こ
の
ま
ま
普
通
に
過
ご
せ

そ
う
な
気
が
し
て
い
ま
す
。
も

ち
ろ
ん
こ
れ
か
ら
の
寒
さ
や
雪

は
自
分
に
と
っ
て
本
当
に
未
知

数
な
も
の
な
の
で
、
周
り
の

方
々
か
ら
話
を
聞
い
て
色
々
と

準
備
を
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
ま
す
ま
す
本
格
化

す
る
こ
と
に
な
る
「
寒
さ
」
と

「
雪
」。
こ
の
両
方
を
乗
り
越
え

て
初
め
て
三
島
町
の
一
員
に
な

れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
う
の

で
、
弱
音
を
吐
か
ず
に
普
通
に

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
に
な
れ

れ
ば
よ
い
と
思
い
ま
す
。

Vol.3

初
め
て
の
雪
国
体
験
Ⅱ

三
島
町
地
域
お
こ
し
協
力
隊　

三
浦
健
太
郎

こ
ん
に
ち
は
︒
協
力
隊
で
す
︒ Book Review町民センター図書コーナー ゆめぽけっと

◦利用時間 ㊊～ ㊏ 9：00～21：00 ㊐㊗ 9：00～17：00　◦お休み 年末年始　問教育委員会 ☎（48）5599

それでも
わたしは山に登る
田部井淳子　著
文藝春秋

　歩けるうちは歩いておく。生きているう
ちは、一分一秒でも楽しく、やりたいこと
をやって生きぬけたい―。エベレスト女性
世界初登頂者、田部井淳子さんの人生。

ADDと ADHD
ジュディス・ピーコック 著
上田勢子　訳
大月書店

　あなたの友達で、ひっきりなしに動き回っ
ている人はいませんか。周囲にまったく注
意を払わない人はいませんか。そんな友達
の行動には、原因があるかもしれません。

それでも僕は
「現場」に行く

野口健　著
PHP 研究所

　2000 年初夏、ヒマラヤから帰ってきて
富士山に行った私は、そのあまりの汚さに
愕然とした。私は何も知らなかったのだ―。
アルピニスト野口健さんの活動の原点。

12月のスナップ

MemoryMemory
DecemberDecember
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Information
会津坂下警察署からのお知らせ

区　分 管　内 三島町
強 盗 1
空 き 巣 ね ら い 2
忍 び 込 み 6 2
事 務 所 荒 ら し
出 店 荒 ら し 1
自 動 車 盗 1
オ ー ト バ イ 盗 3
自 転 車 盗 15
自 販 機 ね ら い 2 1
車 上 ね ら い 3
ひ っ た く り
部 品 ね ら い 2
強 制 わ い せ つ
街 頭 犯 罪 合 計 36 3
全 刑 法 犯 125 12

※全刑法犯には街頭犯罪以外（器物
損壊、暴行、傷害、万引き、詐欺な
ど）の犯罪発生件数が含まれます。

街頭犯罪発生件数（1月～11月）

１１０番通報のポイント
　事件・事故が発生し１１０番通
報を行った際、いち早く解決する
ために次のことをお尋ねしますの
で、あわてずゆっくり落ち着いて
お答えください。

◆何がありましたか◆
交通事故、泥棒、けんかなど
◆いつのことですか◆

今から何分前、何時何分ごろ
◆どこの場所ですか◆

住所、目標となる建物など
◆犯人は誰ですか◆

年齢、服装、体格などの特徴
◆状況はどうですか◆
事件・事故の簡単な説明
◆あなたは誰ですか◆

通報者の住所・氏名・電話番号
※携帯電話を使う場合は次のこと
にご注意ください。
★現場を離れずに通報（離れると
分からなくなる）★運転中は停止
して通報（道路交通法違反になる）
★しばらくは電源を切らないで（聞
き返す場合がある）

三島町での刑法犯（11 月）

２件

▶町県民税
　第 4期（普通徴収）

▶後期高齢者医療保険料
　第 6期（普通徴収）

忘れずにお納めください。
役場 町民課

１月の納税
納期限1月31日

自動車の登録・検査の
手続きはお早めに

　自動車の登録・検査手続きは、毎
年 3 月に集中し、窓口や車検場が大
変混雑します。そのため、手続きに
何時間もかかることもあり、申請者
の皆さまには大変ご迷惑をおかけし
ております。
　名義変更や住所変更、廃車、車検
などの手続きは 2 月中に行うなど、
できるだけ早めに済ませていただく
ようお願いいたします。
問東北運輸局 福島運輸支局
　（福島市吉倉字吉田 54）
　【登録関係】☎ 050（5540）2015
　【検査関係】☎ 024（546）0342

人口 1,871 +2 出生 4
男 901 +1 死亡 2
女 970 +1 転入 2

世帯 834 -2 転出 2
㊟住民基本台帳による数値です。増減は前月
との比較、出生・死亡・転入・転出は前月 1
カ月間に届出のあった人数です。

町の人口と世帯
12 月 1日現在

ご寄附
ありがとうございました

町社会福祉協議会へのご寄附

（ご遺志によるもの）

小　堀　和　男　様（西　方）

目　黒　裕　一　様（滝　谷）

山　垣　光　英　様（西　方）

森　田　美智子　様（川　井）

湯　田　恭　子　様（宮　下）

丹　野　光　明　様
（東京都世田谷区）

五十嵐　竹　男　様
（会津若松市）

藤　岡　　　茂　様
（東京都板橋区）

金　澤　壮　一　様
（矢吹町）

神　保　ヨシノ　様
（会津若松市）

ふるさと納税
（町へのご寄附）

会津ロイヤルプラザに
申告書作成会場を開設

　税務署では、所得税、個人事業者
の消費税及び贈与税の確定申告書の
作成を行うための会場を開設します。
◆期間　2月3日㊊～ 3月17日㊊
　　　　午前9時～午後 4時
　　　　※土曜・日曜・祝日を除く
◆場所　会津ロイヤルプラザ 2階
　　　　（野口英世青春通り）
㊟税務署庁舎内には、申告書作成会
場は設置しておりません。
問会津若松税務署
　☎ 0242（27）4311

雪と火のまつり
第 42回

2月8日㊏
三島町 町民運動場

職場のトラブル解決
サポートします

　人事労務管理の個別化、雇用形態
の変化などに伴い、個々の労働者と
事業主の紛争が増えており、その内
容は解雇や労働条件の引き下げに関
するものから、いじめ、嫌がらせな
ど多岐にわたっています。
　こうした個別労働紛争の防止と、
職場慣行を踏まえた円満・迅速な解
決を図ることを目的として、福島労
働局では「個別労働関係紛争の解決
の促進に関する法律」に基づき、『総
合労働相談コーナーにおける情報提
供・相談』『労働局長による助言・指
導』『紛争調整委員会によるあっせん』
などの紛争解決援助を行っています。
　また労働者と事業主の間で、性差
別、セクハラ、妊娠等不利益的取扱い、
育児・介護休業、パートタイム労働
者の雇用管理等について民事上の紛
争が生じた場合、当局雇用均等室が
『労働局長による助言・指導・勧告』『機
会均等調停会議、両立支援調停会議、
均衡待遇調停会議による調停の紛争
解決援助』を行っています。
　職場のトラブルでお悩みの方、ト
ラブルの発生が心配な方、人事・労
務等で疑問をお持ちの方などは、お
気軽に最寄りの「総合労働相談コー
ナー」「雇用均等室」にご相談ください。

◆会津総合労働相談コーナー
　〒 965-0803 会津若松市城前 2-10
　会津労働基準監督署内
　☎ 0242（26）6494

◆セクハラ、性差別、妊娠等不利益取
扱い、育児・介護休業等の相談窓口
　福島労働局　雇用均等室
　※女性相談員がいます。
　〒 960-8021 福島市霞町 1-46
　福島合同庁舎 5 階
　☎ 024（536）4609
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1自宅周りや屋根の雪は、みんなで片付けましょう。
　自宅周りの雪は、隣近所で協力し合って除雪しましょう。道路上に
落ちる恐れのある屋根の雪は、特に注意し、雪崩止めを付けるか、雪
下ろしをして通行人に危険のないよう十分配慮してください。

2雪に埋もれたものには目印を付けましょう。
　雪に埋もれて、除雪車により被害を受ける恐れのあるものは、除雪
作業員に注意を促すための旗竿などの目印を付けましょう。

3道路に雪を出さないようにしましょう。
　道路に雪を押し出すことは絶対にやめましょう。歩行者や自転車の
通行に危険を及ぼす恐れがあり、交通事故にもつながります。

4消火栓・防火水槽の除雪にご協力をお願いします。
　消火栓・防火水槽はいつでも使えるように除雪にご協力ください。

5除雪に支障のある物は撤去してください。
　道路や側溝に積んである木材や石など除雪作業に支障となるものは
取り除いてください。

6玄関先の除雪は各家庭で行ってください。
　除雪車が通った後、玄関先に雪が残ることがあります。除雪車は広
い範囲を短時間で一斉に除雪しなければなりませんので、ご理解の上、
玄関先は各家庭で除雪をお願いします。

問役場 産業建設課	 ☎（48）5566
　県宮下土木事務所	 ☎（52）2311
※国道・県道の除雪に関するお問い合わせは県宮下土木事務所へ

除雪に
ご協力を
隣近所助け合って
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